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1994年地球惑星関連学会合同大会

松涛　聡 1 ・ 佐々 木　晶 2

　地球惑星科学関連学会の 1994年合同大会が，3

月 20日（日）か ら23日（水）の 4 日間にわた っ て 東北

大学川内北キ ャ ン パ ス （旧教養部）で 開催され た．こ

の 時期の仙台は
， 天候はまだ不安定で あまり春ら

しくない ．案 の 定，最終日に は み ぞれ雪に 降られ

て しまっ たが
， 他の 日は まあまあの 日和であっ た．

　今回 の 合同大会には セ ッ シ ョ ン 参加の 7学会（地

震 ， 火 山 ， 測 地 ，地球 化 学 ， 惑 星 ， 岩 鉱 ，

SGEPSS ）に，シ ン ポジ ウ ム共催の 6学会（地質 ， 資

源地質， 海洋，気象，鉱物，天文）が加わ り，合

計 1121件の講演申し込み（新記録！）があ っ た とい

う．広大な地球 ・
惑星科学分野の 研究者を一

堂に

集めて，各学会が蛸 つ ぼ化する こ となく，
イ ン テ

グ レ
ー

トさ れ た地球 ・惑星科学を追求する とい う

合同大会の 趣旨は，今回も十分に達成 されたと言

うべ きで あろ う．筆者の 一
人（松涛）は ， 惑星科学

会固有セ ッ シ ョ ン 担当の プ ロ グ ラ ム委員 として今

回の 合同大会の 準備に携わ っ た．以下，惑星科学

会の 固有セ ッ シ ョ ン
， 関連の 共通セ ッ シ ョ ン

， 総

会の様子を簡単に記すこ とにしよ う．最後に，プ

ロ グ ラ ム編成作業を行い ，大会準備を手伝 っ た者

として 二 三の 気付 い た点を付け加えたい ．

固有セッ シ ョ ン

　1月の 申し込み締切 りの 時点で
， 合計 61件の 講

演が集 まっ た，こ の数は
， 昨年の 大会の 場合（＝62

件）とほぼ同じである。当初 ， 口頭発表とポス ター

発表の 振り分けが プロ グラ ム編成上 の難問であろ

うと予想 して い たの で あるが ，内訳 を見 る と 口頭

希望 47件，ポス ター希望6件 ，
どちらで も可 8件

とな っ た ．どち らで も可 8件の 方々 に ポ ス ター
発

表に まわ っ て頂くこ とで ポ ス タ
ー
件数を 14と出来

た の は ラ ッ キーであ っ た．これで全講演数の 23％

をポ ス ター発表として ， なん とか合同大会の平均

22％（242件／1121件）に近付け られた．また
， 締切

りを過 ぎて到着した 申し込み もほほ希望通 りに プ

ロ グラム に突っ 込ん で しまえた の で あるが，締切

りを守 っ て ポ ス タ
ー発表に まわ っ て 頂い た方々 に

少 々 申し訳な い 気 もする ．次 回の 合同大会の時に

は
，

口頭の 方に チ ェ ッ ク して おけばなん とかな る

とい う保証はない の で念の ため．締切 りに遅れて

も口 頭発表で きる の も今回が特例 と考えて もらい

たい ．

　しか し，口 頭 1ポ ス タ ーの 振 り分 けは筆者
・一

人

の 手に余る仕事である．講演の 質を判断 しなけれ

ば な らない か らである．その 際判断に困 っ た時に

は，大槻圭史 さん（山形大）に手伝 っ て頂 くこ とに

なっ て い た，（彼 ならその 難問をス ッ キ リ解決して

くれるは ずであ っ たが，その伝家の 宝刀の切れ味

を拝見で きなか っ たの は誠に残念であっ た。）大槻

さん の 極め て 的確なア ドバ イス も得 られ
， 口頭発

表 47件の プ ロ グ ラ ム編成 も順 調に 進 ん だ ．

　21 日〜23 日の 3 日間に 開い た 5つ の セ ッ シ ョ ン

の タ イ トル は以下 の 通 りである ：

　 「彗星物理学」4件（21 日午前 ：座長 春山純一
），

　 「宇宙鉱物学と宇宙化学」13件（21 日午後：座長

：
宮城教 育大 学教育学部地学

：

東京大学理学系地質学
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中村智樹 ＋海老原充），

　 「惑星探査方法」4件（22 日午前：座長 荒木博志），

　 「惑星物理学」13件（23 日午前：座長 中村昭子 ＋

大槻圭史），

　 「ガス と塵か ら惑星へ 」 13件（23 日午後：座長 中

本泰史 ＋ 柳澤正久）．

　最後の セ ッ シ ョ ン の タイ トル は，もちろ ん
’From

Plasma　to　Planet「の もじりである．その 内容は，太

陽系形成 ・進化の全 ス キーム に またが り， 合同大

会 を締め くくるの に 充分 ふ さわ しい 講演が集め ら

れ た（はずで ある ！）．ポ ス ター
発表 14件の 方は

，
22−

23 日の 2 日間ポ ス タ
ー

を展示 して もらうことにな

っ た。プ ロ グ ラ ム 委員会の最終的判断 で 23 日

11：30 − 14：30がポ ス ター
説明の 時間に割 り当て ら

れた．プロ グラムの詳細は付録を参照 して い ただ

きたい が ， （当事者が言うの もなん で あるが）今回

の プ ロ グ ラ ム は ほ とん ど完璧 と言 っ て よい 出来で

ある．また，講演申し込み時の 日時の 希望もほぼ

満足 させ る こ とがで きた．プ ロ グ ラ ム が確定 した

後（1月末か ら2 月初 め ）に ， 決定された各講演 の 日

時を研究グ ル ープごとに宮教大からFAX で知らせ

るとい うこ とを行 っ た．こ ん な余計なサービス は

必要 なか っ たの か もしれない が，
…部の 方 々 には

ス ケ ジ ュ
ール を組む上 で 少 しは役立 っ た と思 う。

　今回の 合同大会で も今が旬の テ
ー

マ で興味深い

セ ッ シ ョ ン や シ ン ポジ ウ ム が多数開かれ た の で ，

参加者の多 くは どの 会場に行 こ うか迷っ たと言う

の が 正直な所で は なか ろ うか ？ 筆者 らは編成され

た全プ ロ グ ラ ム を眺め て み て ，わが学会の 固有セ

ッ シ ョ ンは並み居 る強豪（の 裏番組）に太刀打 ちで

きるかち ょ っ と心配であ っ た．だが，それ も杞憂

に終わ っ たようで ある．各セ ッ シ ョ ン とも健闘 し

て，50人か ら 100人程度の 聴衆を集めた．各講演

の持ち時間は，議論も含めて 15分 とした．アル バ

イ トの 東北大学生諸君の機敏な働 きぶ りも進行 を
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大い に助け て くれた．各講演終了後の 質疑や議論

は，活発であり時間が足 りない 程であっ たが，お

お むね当初の ス ケ ジ ュ
ール通 りに進行 した．上手

く取 り仕切 っ て くれた座長の 皆 さんに も感謝 しな

ければな らな い ．ただ し，若き座長の 腕 力
卩

が足

らず（？），
25 分も押 した セ ッ シ ョ ン もあ っ た．

1

学

会大御所
1
の 質問 ・コ メ ン ト続出で は仕方ない か．

　この小文に は，個々 の講演に つ い て コ メ ン トす

るス ペ ース の余裕は ない ．各講演で は，それぞれ

の 研 究者や研究 グル
ープの 最新 の 研究成果が紹介

され て い た．太陽系に存在する微粒子や 隕石 の詳

細 な観察や彗星 ・衛星 ・小惑星 ・惑星などの 様々

なサ イズの天体の観測デ
ー

タを解読するために物

理 学 ・化学 ・鉱物学などの方法が駆使 され て い る．

もとよ り，太陽系にある天体は無数であり，その

形成過程 も多様で ある ．新 しい 探査機 による それ

らの 観測デ
ー

タ は どん どん蓄積され て お り，最新

の分析機器はちっ ぽけな塵の 構造 ・化学組成を微

に入 り細に入 り明らか にする．惑星形成 に関わ る

重要な素過程も理論や実験 に よ っ て 詳細 に調べ ら

れ つ つ ある．これ らの方向で の 努力が なされ るの

と並行 して
， 太陽系起源論 として 太陽系進化の描

像を打 ち立てる努力 も不断に続けられ てい る．ま

た他 方で は，我が 国の 自前の 惑星探査 の 実施

（PLANET −B や LUNAR −A な ど）に向けて着実に実

行計画が練 られ て い る．我々 は最新の 科学的方法

を駆使 して
，

太陽 系の現在の姿とそ の起源の 謎を

解き明 か しつ つ ある ように見え る．21 世紀の 日本

の 惑星科学は，この 流れ を大きな潮流 に育て て行

くこ とを重要な課題の
一・

つ とするであろうこ とは

間違い な い ．

共通セ ッシ ョ ン

　惑星科学会の 参加 した共通セ ッ シ ョ ンとして は
，

「月の 起源 と進化」 と 「地球惑星内部 の 物性 と進
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化」の 二 つ が 開 か れ た ．

　前者は，藤村彰夫氏（宇宙研）と三澤啓司氏（神戸

大）が コ ン ビー
ナを つ とめ，惑星 ・岩鉱 ・SGEPSS

の 3学会の 共催で行 われた．我が国初めて の 固体

惑星探査計画 LUNAR −A の 実施に先立 っ て ， 月の

内部構造 や起 源 ・進化に つ い て再検討を しよ うと

い うの が趣 旨であ っ た．22 日朝の セ ッ シ ョ ン 「惑

星探査方法」 に引 き続い て行わ れ
， 興味深い 内容

の 口頭発表が 8件あ っ た（＋ ポ ス ター発表 1件）．ま

ず ，100 人以上 は居た で あろ う聴衆の 数に驚か さ

れた．2 時間とい う比較的短 い セ ッ シ ョ ン で あ っ

たが
， 熱気溢れ る発表と質疑応答があ っ た ．東北

大グル ープは，高温高圧実験の 結果から月の 中心

核の 半径 を約 450  と推定してい る．当面の焦点

は ，
こ の 見積 りの 当否と月震データか ら支持 され

るの か どうかである と言える．こ の共通セ ッ シ ョ

ン は，1997年打ち上 げ予定の LUNAR −A 計画に対

する期待 を高め るの に貢献 した と思われ る．

　後者は，八木健彦氏（東大）と大谷栄治氏（東北大）

が コ ン ビ ー
ナ を つ とめ ，地震 ・岩 鉱 ・火山 ・

SGEPSS ・惑星 ・地化の 6 学会 の 共催で行われ た．

2 日目の午前 ・午後の 25講演 と
，
8 つ の ポ ス ター

講演があ っ た．高温高圧 実験の み な らず ， 分子動

力学の計算 ， 対流 の シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン お よび実験

など
， さまざまな分野からの研究結果が報告 され

た．高圧実験では，物性値の 精密測定に関係 した

話題が多か っ たが ，コ ア形成や火星の モ デ ル に 関

連 した講演 もあ っ た．こ の 共通セ ッ シ ョ ンは，
カ

バ ーする話題の
一

部が，別 の 共通 セ ッ シ ョ ン （特

に 「マ グマ 」）と重なることに なっ た．

シンポジウム

　惑星科学会 の 参加 した シ ン ポ ジ ウ ム として は
，

「彗星 と木星との 衝突現象」と 「惑星探査」の二

つ が開催された．「彗星 と木星 との衝突現象」 は

日本惑星科学会誌 Vol，3　No．2，1994

今年 7 月に起 きる
，

シ ュ
ーメ ーカ ーレ ビー彗星 の

木星 との衝突に関連したシ ン ポ ジウ ム である．当

「遊 星 人」で も昨年 の Vol．2−4 で特集を組ん だ の で

記憶 され て い る かたも多い と思 う，軌道計算，大

気力学，自由振動 ， 磁気圏 ・木星電波へ の 影響か

ら ，
こ の 衝突現 象が議論 された．シ ン ポジ ウ ム と

しては，タ イム リ
ー

で非常に良か っ た と思う．

　 「惑星探査」の シ ン ポジ ウ ム も，LUNAR −A
，

PLANET −B と間近に迫 っ て きた日本の 惑星探査計

画が ある こ とも手伝 っ て 多くの 関心 を集め た ．な

か で も山中氏の 惑星大気探査 の 話は
，

バ ッ クグ ラ

ウ ン ドとなる社会 ・政治的な問題まで は い っ てお

り（筆者の 一人は）面白か っ た．聴衆は 150人か ら多

い ときは 200 人を越えて い て盛況で あっ た．講演

者の それぞれ の 発表時間 も延びて，結局終わ っ た

の は 6時をまわ っ て い た らしい ．

　 「彗星と木星との衝突現象」と 「惑星探査」は

2 日目の 午後に，連続 して行なわれた．ちょうど

同 じ時間帯に ， 惑星科学会の 固有セ ッ シ ョ ン 「宇

宙鉱物学 と宇宙化学」が重 な っ て し まっ た た め
，

出席で きなかっ た会員 もい た．筆者の一
人（佐々 木）

は
， 頻繁に部屋 を行き来した ことを覚えて い る．

今回の プ ロ グ ラ ム の構成か らは
， や むを得なか っ

た と思 う．今後は惑星科学会の 深 く関わる シ ン ポ

ジウ ム ，固有セ ッ シ ョ ン につ い て はなるべ く時間

帯の調整がで きる よ うに した い ．

総会

　惑星科学会の 第2 回総会は，22 日午後 4時 か ら

約 1時間半行われた，最初に
， 総会の議長 として

大谷栄治氏（東北大）と香内晃氏（北大）が選出され

た，3 月8 日現在の 会員数は 416人で あっ たが ， 総

会出席者 44名 と委任状 69 人分を合わせ て定足数

（寓 会員数15）を無事ク リアーし本総会は成立 した．

　最初に，中澤会長か ら第 2期上期に行われた活

N 工工
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動 の 基調報告が あっ た．昨年 10月 15，16 日に阪

大 ・教養部で第 1回秋期講演会を開催 した こ とが

報告され ，今後 もこ の 企 画 を継続 して い くこ とが

表明された．学会誌を 4冊発行 し，中身が充実 し

て きたこ とが指摘 され た．また， 過去の 活動実績

が評価 され ，学術会議の学術登録団体として正式

に認定され たこ とも報告 された．また，本学会の

財政問題や事務局が忙 しい こ となども指摘 された．

次に，藤原総務専門委員長か ら，学術会議の会員

推薦に 関する選挙を今年 1 月に行 い
， 会員候補 と

して 中澤氏 と水谷氏が
，

また推薦人 に向井氏 ，そ

の予備者として 大谷氏が選出された こ とが報告 さ

れた．また
， 会誌が学術刊行物 に認定 され たとい

う．さらに，佐 々 木企画部会長と向井編集専門委

員長か ら委員会の 活動報告が なされ た。その次に，

杉浦財務専門委員長か ら第 2期上期の 収支決算の

報告があ っ た．その 後，松田会計幹事か ら会計監

査結果の 報告があ り，
お お むね健全で ある と報告

され た．質疑応答 と討論 の 後に ， 第 2期 上 期の 活

動報告は拍手 を以て採択 された．

　 そ の後，中澤会長か ら第 2期下期の 活動の 基本

方針案の説明が行われた．第2回秋期講演会を 10

月3，4 日に名古屋大で行うことが提案された．そ

の他 ， 会則の 改正 ， 本学会の財政状態とそ の改善

方法，科研費時限細 目
’
惑星科学

’
の延長の 要望，

通信事務へ の 電子 メ
ー

ル の 積極的利用，欧文誌発

行の 可 能性な ど に つ い て 議論 さ れ た．そ の 後，杉

浦氏か ら第 2期下期予算案の 説明が あっ た。質疑

応答及び討論の後 にこの活動方針は拍手を以て 採

択 された．総会の後には ， 厚生会館食堂で懇親会

が行われた．

その他

　以下 に
， 筆者 らが準備を進め る段階で気付 い た

ことを二 三記 したい 。まず ， 口頭1ポ ス ター振 り
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分け の 問題がある．今回は大きな問題も出る こ と

な く進め る こ とが で きたの だが
， 今後固有セ ッ シ

ョ ン の プ ロ グ ラ ム 担当の実行委員の 数を増や して

振 り分け作業を慎重 に進めるべ きで あ ろ う．また，

ポ ス ター発表につ い て も要旨の 口頭発表の 時間（各

3分程度）を確保すべ きか も知れ ない ．さらに会員

数が増加 して講演数が増えた場合 には，プロ グ ラ

ム編成をチ ーム で行い 色々 な工夫 をすべ きである．

招待講演 を行っ た りして，内容の さらなる充実を

はかる必要 もある．合同大会は，本学会の 貴重 な

宣伝 活動の 場 で もあるはずだ．今まで 以上 に ア ト

ラ クテ ィ ブ な活動 を展開 して 入会者 を集め る 努力

を続けなければな らな い で あろ う，

　
一つ の 取るべ き方向性 としては ， 本学会の 活動

分野を純粋に理学的な ことの みに限定せずに ，人

間社会に貢献する道 も本格的に探る べ きで あろ う．

太陽系の 水惑星 ・地球に生まれ た人類の 行 く手に

は
， 数々 の深刻な問題が待ち受けて い る．例えば，

環境破壊 ，
エ ネル ギ

ー
危機 ， 食料不足 な どが 将来

直面する 問題と して考えられ る．これ らの 問題の

解決が人類の 最優先課題 とな りつ つ あるの が今 日

の状況だ．惑星科学者は，人類が決定的破滅 を回

避するためには何 をすればよ い の か を最 も良く知

っ て い る で あろ う．核の冬 ， 小惑星の地球大衝突 ，

人類の 月や火星 へ の 移住計画が
’SF の ままであ り

続ける こ とを祈ろ う．

　 最後 に，合 同 大会 の 準備 ・実行 に 当 た っ て 多大

の 協力を惜 しまなか っ た東北大学の ス タ ッ フ ・学

生の 皆 さんにお礼の 言葉 を述べ て この小文の 終 り

としたい ．あ りが とうござい ました，

N 工工
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付録／惑星科学会固有セ ッ ショ ン ・

　　　　プログラム

■ 3 月 21 日午前（1t ：30 〜 12 ：30 ）：4 件 ：彗星物理学

　座長：春山純一
｛宇宙研）

○衝突に よる彗星の 分裂

　　門野敏彦

OPlsh  make ト Levy9 （1993e）彗星の ダ ス トと木星

　 との衝突

　　谷川智康 ・向井　正 ・石元裕史

○小惑星帯以遠で の 氷微粒子 の 空 間分布

　　木村　宏 ・石元裕史 ・圓山憲
一 ・向井　正

○多孔質氷 ・ダス ト混合系の 蒸発モ デ ル とその 彗

　星進化へ の応用

　　青木雄
一

郎 ・倉本　圭 ・松井孝典

■ 3月 2t日午後（t3：30〜17：00）：13件 ：宇宙鉱物学

　と宇宙化学

　座長：中村智樹（九州大）
・ 海老原充（都立大〉

○マ イ ク ロ 波加熱に よる蒸発凝縮実験

　　中澤 暁 ・飯島祐一 ・高野雅夫 ・加藤 学 ・

　　水谷 仁

○固体 の 蒸発に おける同位体質量分別の シ ミ ユ レ

　
ー

シ ョ ン

　　高橋利夫 ・土山　明 ・植田千秋

OAllende（CV3 ）隕石の コ ン ドル
ール に含まれ る

　種 々 の Ca 鉱物 とコ ン ドル ール の 二次的反応

　　木村　眞 ・池田幸雄

○炭素質コ ン ドライト中の dark　inclusionはプライ

　マ リーな集合物か二次的な生成物か？

　　小 島知子 ・留岡和重

OPCAglO82コ ン ドラ イ トの 岩石学：特異な CR コ

　 ン ドライ トか ？

　　野口高明

日本惑星科学会誌Vo1，3　No，2，1994

OMagnesium　isotopic　fractionation　in　olivines 　from

　Allende　chondrules 　and 　isolated　grains

　　古賀明成 ・永原裕子 ・圦 本尚義 ・小池　修

○合成及び天然オ リ ビ ン 粉末の 水熱変質実験

　　高鳥康一 ・留岡和重 ・月村勝宏 ・堀内弘之 ・

　　武田　弘

OHigh−temperature　sh   k　effects　on

　 carbonaceous 　chondrites

　　中村智樹 ・留岡和重 ・関根利守 ・武 田　弘

○レー
ザ

ー・プ ロ ーブ法 に よ る非平衡 コ ン ドラ イ

　 ト隕石 の 窒素同位 体比測定

　　清田　馨
・杉浦直治

○各種隕石中の酸不溶残渣の分析（5）

　　狩野直樹 ・山越和雄 ・松崎浩之

OBrownlee’
s　particles　of 　cosmic 　origins 　in　deep　sea

　 sediments

　　鈴木善美 ・野間元作 ・桜井敬久 ・山越和雄 ・

　　松崎浩之 ・狩野直樹 ・野上謙
一

〇深海底ス フ ェ ル
ール 中の 宇宙線 生成核種26A1 に

　 つ い て

　　松崎浩之 ・山越和雄

OTekti宦e−obSidian −1ike　glass　from　space

　　島　正子 ・本田雅健 ・岡田昭彦 ・岡田 卓也 ・

　　小林義男 ・海老原　充 ・三浦弥生 ・長尾敬介

■ 3 月 22 日午前（9：00〜 IO：00）：4 件：惑星探査方法

　座長：荒木博志（宇宙研）

○火星探査機 PLANET −B搭 載用 Plasma・Sounderに

　よる火星表面 ・
表層下構造の 探査計画

　　岡田達明 ・水谷 仁

O 小惑星の 蛍光 x 線探査計画

　　岡 田達明 ・藤村彰夫 ・水谷　仁

○ マ イ ク ロ ボイ ドか らの Mie散乱一小惑星反射ス ペ

　 ク トル

　　古田　寛
・池谷元伺
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1994年地球惑星関連学会合同大会／松涛 ・佐 々木

○鉱物の 光刺激発光（OSL ）と電子ス ピン共鳴（ESR ）

　一惑星探査の 新手法一

　　高木俊二 ・池谷元伺

lO：fO〜 12：fO 共通セ ッ ショ ン
「
月の起源 と進化

’

　　（口頭発表8 件 ＋ ポ ス タ ー発表 1件）

■ 3 月 22 日午後（13：20 〜20：00｝

　13：20〜15：30　特別講演（西沢潤
一

， 鳥羽 良明）

　16：00〜 17：30　惑星科学会総会

　18：00〜20：00　懇親会（厚生会館食堂）

■ 3月 23 日午前（9：00〜 t2：30）：13件 ：惑星物理学

　座長：中村昭子（宇宙研1・ 大槻圭史（山形大｝

○入射物質に よるク レータ
ー

の 形状の ちが い

　　城 野信
一 ・山越和雄 ・中村昭子 ・門野敏彦 ・

　　藤原　顕

○ク レータ形成における物体中の高密度粉体の効果

　　南　繁行 ・H，U，Rahinan・矢守　章 ・河島信樹

○超高速度カ メ ラを用 い た ク レーター
放 出物 の 速

　度の測定

　　荒川政彦 ・前野紀
一一・飯島祐

一 ・天野里香 ・

　　加藤　学

○衝突における小破片の 生成；衝撃を受けた石英 ・

　ガラ ス 中の クラ ッ ク分布

　　 白井 慶 ・飯島祐一 ・渡辺誠一郎 ・加藤 学 ・

　　藤井直之

○低密度小惑星の衝突破壊

　　柳澤正久 ・糸井　隆

OMagellan探査機画像デ ータを用 い た金星ク レー

　 タ
ー

の解析

　　 青山智
一 ・柳澤正久

○風化一CO2一気温系炭素循環モ デ ル による最近 6

　億年の気温変化の 推定

　　坂元尚美 ・岩瀬康行
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○暴走温室状態の 3次元数値計算

　　石渡正樹 ・林　祥介

○回転球殻プシネス ク対流〜赤道加速に関する考察

　　竹広真
一 ・林　祥介

OGiant　planet　formation ：The 　dynamical　stability 　of

　the　envelope

　　田島宣弥 ・中川義次

○惑星 リ ン グ粒子の 緩和過程

　　榎森啓元 ・井田　茂 ・中澤　清

○天王星の 楕円リ ン グの 安定性：数値計算

　　井田 茂 ・古在由秀

○火星周回ダス トの 軌道進化：火星の離心率の 影響

　　佐々木　晶

■ 3 月23 日午後（13：30 〜t7：00）：13件：ガス と塵か

　 ら惑星へ

　座長：中本泰史（国立天文台）
・柳澤正久（電通大｝

○星間雲内の 水素分子の オル ソ ノパ ラ存在比 の 成因

　　 山本哲生 ・崎本
一

博

OSpinel　phase　prOduced　by　the　reaction　between

　 γ
一A1203 　tllm　and 　Mg 　ultrafine 　particle　or 　MgO

　 film　and 　AI　ultrafine 　particle

　　墻内千尋 ・木村誠二 ・亀井和彦 ・小池千代枝 ・

　　齋藤嘉夫

OMg −Sio −H お よび Fe−S・H 系における固体物質

　の蒸発速度とその 惑星科学的意義

　　 土山　明 ・高橋利夫 ・藤元清司 ・植田千秋

○著しい 同位体分別が コ ン ドリュ
ール に み られず

　 ある種 の CAI にみ られ る の は なぜ か ？

　　永原裕子

○形成期に お ける原始太陽系星雲の 内部構造 と初

　期進化一衝撃波の発生及 び伝播の数値シ ミュ レ

　
ー

ン ヨ 〆
一

　　北神今日子 ・中川義次
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○原始惑星系円盤の構造 と輻射ス ペ ク トル

　　中川義次

○原始惑星系円盤中 の ダ ス ト沈降とそ の エ ネル ギ

　ース ペ ク トル へ の 影響

　　三宅浩太郎 ・中川義次

○原始惑星の まわ りに おけ る微惑星集団の速度 ・

　空間分布の 進化

　　田中秀和 ・井田　茂 ・中澤　清

○微惑星集団で の 原始惑星の 軌道進化

　　小 久保 英
一

郎 ・井田　茂

○小惑星 の 自転の 起源

　　大槻圭史

OHED 隕石母天体の地殻進化過程につ い て 〜モ

　 ノ ミ ク トユ
ー

クラ イトか らの 事実〜

　　山口 亮 ・武田 弘

○シ リケ イ トか らの水 と希ガス の 衝突脱 ガス

　　吾妻瞬
一 ・比屋 根　肇 ・飯島祐一 ・庄野安彦

○微惑星衝突に よ る親気性元素の 埋め 込み

　　倉本　圭 ・松井孝典

■惑星科学会ポス タ
ー・セ ッ シ ョ ン ；3 月 22〜23

　 日；14件

O 末期原始星ノ初期T ・Tauri型星か らの 輻射エ ネル

　 ギ
ー

ス ペ ク トル

　　 中本泰史 ・千葉博嗣 ・横野安則 ・観山正見

○画 架座 ベ ー
タ星周辺 の デ ィス ク中に存在する ダ

　 ス トの 形状

　　 中村良介 ・木村　宏 ・石元裕史 ・渡辺 　毅 ・

　　 向井　正

○原始太陽系星雲内での 磁場効果の 計算機シ ミュ

　 レーシ ョ ン

　　 守屋　卓 ・大 家　寛

○エ ア ロ ゾル の 凝集成長と重力沈降

　　 坂口智之 ・杉浦直治

　　　　　　　 日本惑星科学会誌VoL3 　Ne．2．1994

0 ア レ ンデ 隕石 の CAIs 中の 元素濃度分布

　　多田京子 ・圦 本尚義 ・永原裕子

○ア レ ン デ隕石中 の CAI の酸素同位体比

　　皆川博子 ・圦本尚義

○斜め 衝突ク レーター形成実験：エ ジ」 ク タ分布の

　非対称性

　　藤村彰夫 ・
田中　智 ・・高岡直美 ・川上紳

一一・

　　飯島祐
一 ・加藤　学 ・増田忠志 ・鈴木和司

○斜め衝突にお ける運動量輸送効率

　　長谷 川　直 ・白銀伸年 ・柳 澤正久

○小惑星の 表面構造 ：破片の 速度分布の効果

　　中村昭子

OShoemaker−Levy9彗星 ：衝突直前の潮汐変形

　（SPH法）

　　今野達夫 ・柳澤正久

○長周期彗星の 熱史 一分子の 昇華，凝縮と拡散の

　影響 一

　　春山純
一 ・山本哲生 ・水谷　仁 ・

　　 J．M ．Greenberg

O レール ガ ン に よ る衝撃物質中の 放射線欠陥

　　 山中千博 ・池谷元伺

OSiO2高圧相の ESR ．A1，Ti　center ．

　　小河
一

敏 ・山中千博 ・細川浩二 ・池谷元伺 ・

　　伊藤英司 ・藤部秀樹 ・大高　理

ORampart　crater に よる火星帯水域の見積 り

　　 出村裕英 ・栗田　敬 ・中野 　司
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